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東出雲町教育委員会では、島根県松江土木建築事務所の委託を受けて、平成 15

年度から主要地方道大東東出雲線出雲郷工区新世紀道路建設 (改良)工事に伴 う古

城山遺跡の発掘調査を実施 しました。

古城山遺跡は、東出雲町大字出雲郷地区にある、意宇平野を西に望む低丘陵の尾

根上に位置 しています。今回、発掘調査を行ったのは、この遺跡の全域ではな く、

調査区の西側にあたる古城山遺跡 Ⅱ区全面と古城山遺跡 I区の一部であるA・ B地

区の調査区です。今回の古城山遺跡発掘調査では、横穴墓 1基をはじめ、竪穴住居

跡 2棟、加工段や古道など様々な遺構が検出され、それに伴 う多種多様な遺物が出

土しました。

これ らの遺構 。遺物は、意宇平野を中心 として展開した古代出雲の歴史を解明して

いくうえで貴重な研究資料 となることと思います。

本報告書は、このような発掘調査の成果をとりまとめたものですが、広 く各方面

においてご活用いただき、埋蔵文化財に対する理解 と関心を高めていただければ幸

いです。

最後にこの調査を実施 し、本書を刊行するにあたって、ご尽力いただきました島

根県松江土木建築事務所並びに島根県教育庁文化財課、ご協力を賜 りました地域住

民の皆様はじめ関係者の方々に哀心より厚 くお礼を申し上げます。

平成 18年 3月

東出雲町教育委員会

教育長 較 嶋 弘 明
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1。 本書は、島根県松江土木建築事務所の委託を受けて、東出雲町教育委員会が平成 15年度・

16年度 。17年度に実施した、主要地方道大東京出雲線新世紀道路建設 (改良)工事予定地

内埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2.本書で扱う遺跡の所在地及び調査面積は次のとおりである。

古城山遺跡   島根県八東郡東出雲町大字出雲郷 1816番地 3外

調査面積   3157.41だ

3.調査組織は次のとおりである。

平成 15年度  現地調査

調査主体   東出雲町教育委員会 教育長 鞍嶋弘明

調査指導者  田中義昭 (元島根大学法文学部教授)

東森 晋 (島根県教育庁文化財課)

事務局    越野幸二 (教育次長)

調査担当者  松本 浩 (社会教育課主任主事)

作業員    石倉省二 石倉春枝 石倉充枝 石原隆代 小竹沙代子 近藤絹枝

近藤静代 田部 茂 永島雄三 奈良井崇夫 引野 温 本田貞人

前島春枝 前島康満

平成 16年度  現地調査

調査主体   東出雲町教育委員会 教育長 較嶋弘明

調査指導者  田中義昭 (元島根大学法文学部教授)

丹羽野裕 (島根県教育庁文化財課)

東森 晋 (島根県教育庁文化財課)

今岡一三 (島根県埋蔵文化財調査センター)

広江耕史 (島根県埋蔵文化財調査センター)

事務局    越野幸二 (教育次長)

調査担当者  松本 浩 (社会教育課主任主事)

調査補助員  安部和幸 (臨時職員)

作業員    飯塚堆博 石井利次 石川 登 石倉省二 石倉春枝 石倉正喜

石倉充枝 石橋 強 石原隆代 上田安子 小村かず子 小竹沙代子

近藤絹枝 近藤静代 佐々木洋子 佐藤 公 佐藤美枝子 妹尾史章

田中節子 田部 茂 長島延子 永島雄三 奈良井崇夫 引野 温

広江 礼 藤田勝美 細田美智子 細田美晴 本田貞人 前島春枝

前島康満 三宅大樹 大和 宏 吉野 勉

平成 17年度  現地調査・報告書作成

調査主体   東出雲町教育委員会 教育長 較嶋弘明

口
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原田敏照 (島根県教育庁文化財課)

(～ 6月 30日 )越野幸二 (教育次長)

(7月 1日 ～)野々内誠 (教育次長)

松本 浩 (社会教育グループ主任)

深津光子 (臨時職員)原 田房枝 (臨時職員)勝部初美 (臨時職員)

石倉省二 石倉春枝 石倉充枝 石原隆代 小竹沙代子 近藤静代

田部 茂 永島雄三 奈良井崇夫 本田貞人 前島春枝 前島康満

大和 宏

4.発掘調査及び報告書の作成にあたっては、以下の方々から有益なご助言、ご協力、資料の堤

供を頂いた。記して感謝の意を表する。 (順不同、敬称略)

西尾克巳 (島根県教育庁文化財課) 三宅博士 (元安来市和鋼博物館)

浅沼政誌 (島根県古代文化センター)東 森市良 (島根県文化財保護指導委員)

川上昭― (松江市教育委員会)

5。 本報告書の編集と執筆は、上記の調査指導者や協力者の指導と助言を得ながら調査員が協議

して行った。

6.本書で使用した方位は磁北を示す。

7.本書に掲載した「古城山遺跡の位置と周辺の遺跡 (1:25000)」 は東出雲町管内図を使用し、「古

城山遺跡試掘 トレンチ配置図」 (1:2000)は島根県松江土木建築事務所の工事図面を浄書し

て使用した。

8。 本遺跡出土遺物及び調査記録は東出雲町教育委員会で保管している。

9。 本書では、検出した横穴墓の各部については下図のように示した。
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第 1章 位置と環境

古城山遺跡のある島根県八束郡東出雲町は、島根県の東部に位置する。西は松江市、東は安来

市と接しており、近年の宅地造成や産業施設誘致などの結果、島根県で有数の人口増加の町となつ

ている。南側には東出雲町で最も高い京羅木山 (473m)を始めとする山々が連なり、そこから

派生する低い丘陵地が至るところに伸び、いくつかの谷を形成する。町の北側には中海が広がり、

平地はそれに面して広がつており、人口の大半がここに集中する。町の西側、松江市との境には

意宇川が流れ、中海に注いでいる。その意宇川の流域には意宇平野が広がり、出雲地方有数の穀

倉地帯として知られている。意宇平野はかつて出雲国庁、出雲国分寺などが置かれ、古代出雲地

方の政治 。文化の中心地として栄えていた地である。その意宇平野を西側に眺望し、北側に目を

移すと中海が一望できる標高 30m前後の低丘陵上に今回発掘調査を行つた古城山遺跡は存在す

る。同一の丘陵には古城山古墳群や古城山横穴群、古城山城跡など周知の遺跡が、さらに近辺の

丘陵上には姫津古墳群、栗坪古墳群など古墳、横穴を中心に数多くの遺跡があり、意宇平野束端

にあたり、古代山陰道に推定される古城山周辺は古くから交通の要衝として重要な役割を持って

いた地域であった。

この古城山周辺を中心とした、時代別の遺跡の概要を以下で述べたい。

縄文時代

町内からの縄文時代の遺跡としては、古城山からも程近い地に竹ノ花上遺跡がある。ここから

は前期から晩期にかけての土器が出上している。その他、春 日遺跡から晩期の土器、大木権現山

から晩期の土器片を合むピットが検出されている。安来道路建設の際、行われた鵜貫遺跡の調査

では後・晩期の上器が出上して、さらに当時の中海の海岸線 と推定される土層が確認された。

弥生時代

町の東端にある機近遺跡から底部に籾殻痕の付着した土器が検出された。春 日遺跡、夫敷遺跡

では水田跡が検出されていることなどから、稲作農耕が当時既に行われていたことがわかる。磯

近遺跡からは完形壺形土器、打製石斧、敲石、土錘が出上している。寺床遺跡からは、前・中期

の竪穴住居跡が検出された。後期末になると、四隅突出型墳丘墓の可能性をもつ大木権現山 1号

墳が築造された。

古墳時代

古墳時代になると、縄文、弥生時代に比べ、遺跡数は増大する。町内では特に古墳、横穴など

が数多く存在する。寺床 1号墳は、出雲地方を代表する前期古墳である。主体部は大規模な礫床

構造をもち、副葬品で鏡、勾玉、鉄剣、大刀などが検出された。この他、舶載の内行花文鏡が出

土した古城山 2号墳がある。中期になると、埴輪片、三連櫛が出上した箱式石棺をもつ大木権現

山 2号墳、岩盤を舟形に割 り貫いて作られた主体部をもつ春日岩舟古墳などがある。後期になる

L    ___
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と栗坪古墳群、内馬池横穴群、渋山池古墳群、高井横穴群、焼田古墳群といつた群集墳が町内の様々

な丘陵地に作られた。そのうち栗坪古墳群の石棺式石室をもつ古墳や内馬池横穴群の四柱式の天

井をもつ横穴など様々な形態の墳墓がこの時代に作られた。近年本町で調査した下中意東古墳で

は横穴式石室が検出され、岩屋 1号墳では 30m程の前方後方墳の墳丘の一部を検出した。古墳

以外でも勝負遺跡、四ツ廻Ⅱ遺跡では玉作工房跡が検出されている。原ノ前遺跡、渋山池遺跡な

ど住居跡が町内のいたるところから確認されている。

奈良～平安時代

上述の出雲国庁、出雲国分寺はこの時代になつて意宇平野周辺に作られた。意宇平野には条里

制が敷かれていたことが過去の航空写真から推定できる。またこの時代に全国各地に作られた経

塚も町内にいくつか存在する。

鎌倉～室町時代

古城山という名前が示すとおり、本遺跡周辺には、古城山城跡がある。この城は砦として利用

されていたと考えられ、郭の跡や井戸が残されている。その他、福良城跡、京羅木山城跡など尼

子氏と毛利氏の激しい攻防戦があった城跡が町内各所に残つている。またこの時期の古墓と考え

られる五輪塔がいくつかあるが、その詳細が不明なものが多い。

江戸時代以降

江戸期の天宝年間頃のわずかな期間に意東焼とい う陶器が盛んに作られていた。現在、その窯

跡は残つていないが、多数の陶器片が窯跡周辺には残つている。

参考文献

東出雲町誌編纂委員会

東出雲町教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

東出雲町教育委員会

東出雲町教育委員会

東出雲町教育委員会

『東出雲町誌』 1978年

『東出雲町の遺跡』 1988年

『一般国道 9号安来道路建設予定地内 埋蔵文化財発掘調査報告書

西地区Ⅷ』 1997年

『一般国道 9号安来道路建設予定地内 埋蔵文化財発掘調査報告書

西地区�』 1998年

『寺床遺跡調査概報』 1983年

『岩屋 1号墳 。中意東遺跡』 1995年

『大木権現山古墳群』 1979年
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第 1図 古城山遺跡の位置と周辺の遺跡 (S=1:25000)
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「

古城山遺跡周辺の遺跡一覧表 (番号は島根県遺跡地図 I(出雲。隠岐編)に掲載された番号に対応 )

番号 遺 跡 名 種 男lJ 番号 遠還 跡 名 種 男」

1 阿太加夜神社境内遺跡 散布地 67 東出雲中学校校庭遺跡 散布地

5 本谷経塚 経塚 68 東出雲中学校東側遺跡 散布地

11 高井横穴群 横穴 69 五反田遺跡 散布地

12 揖屋神社古墳 古墳 88 堤谷古墳群 古墳

14 ヤジ山横穴群 横 穴 87 後谷窯跡 窯跡

15 四ツ廻横穴 横穴 95 天王横穴 横穴

20 鳥越古墳 古墳 96 馬場坂遺跡 散布地

21 高庭経塚 経塚 98 神子谷古墳 古墳

23 夫敷遺跡 水田跡 99 姫津遺跡 散布地

25 意宇平野条里制遺跡 条里跡 100 鳥越寺院跡 寺院跡

26 栗坪古墳群 古墳 101 以下谷古墳 古墳

27 春日遺跡 散布地 102 古城山城跡 城跡

29 屋台垣横穴群 横穴 103 後谷横穴群 横穴

30 古城山横穴群 横穴 104 山田尾遺跡 散布地

31 古城山古墳群 古墳 105 岸尾遺跡 散布地

33 姫津古墳群 古墳 106 鵜貫遺跡 散布地

34 姫津谷横穴群 横穴 107 島田古墳 古墳

35 三反田A古墳群 古墳 108 長廻横穴群 横穴

36 以下古墳 古墳 109 長廻古墳 古墳

37 大木権現山古墳群 古墳 110 大畑遺跡 散布地

39 寺床遺跡 古墳・住居跡 111 渋山池 B遺跡 散布地

40 竹ノ花上遺跡 散布地 112 渋山池 C遺跡 散布地

41 内馬池横穴群 横穴 113 赤坂池横穴群 横穴

42 春日城跡 城跡 114 大鳥オノ神遺跡 祭祀

45 城山城跡 城跡 118 東西畑遺跡 散布地

50 以下谷池北岸遺跡 散布地 132 恵比寿遺跡 散布地

51 古城山遺跡 散布地 133 受馬遺跡 集落跡

52 後谷池古墳 古墳 134 堂床遺跡 集落跡

53 赤廻遺跡 散布地 135 堂床古墳 古墳

54 須田神社境内遺跡 住居跡 186 勝負遺跡 集落跡

55 才ノ峠古墳 古墳 137 林廻 り古墳 横穴墓

56 栗坪遺跡 住居跡 138 四ツ廻 I遺跡 集落跡

57 戸田屋敷横穴群 横穴 139 四ツ廻Ⅱ遺跡 集落跡

58 荷延古墳群 古墳 140 原ノ前遺跡 集落跡

59 島田池古墳 古墳、集落跡、横穴墓群 142 伝揖東氏館跡 館跡

60 島田横穴群 横穴

61 後谷池束横穴群 横穴

62 渋山池古墳群 古墳

63 安垣古墳群 古墳

64 渋山池遺跡 散布地

65 渋山池南古墳群 古墳

66 時子谷古墳 古墳
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第 2 調査に至る経緯と発掘調査の経過

平成 12年度、島根県東出雲町教育委員会は、島根県松江土木建築事務所から依頼を受けて、

主要地方道大東京出雲線出雲郷工区新世紀道路 (改良)工事に先立ち、道路予定地内の埋蔵文化

財調査を行 うこととなつた。計画されたルー トは、周知の遺跡や未周知ながら遺跡の存在が疑

われる場所などがあり、遺跡が密集する予断を許さない場所であつた。特にルー ト上にある古城

山は、出雲郷小学校南側の低丘陵地で昔から数多くの遺跡があると言われた場所であつた。当教

育委員会と島根県松江土木建築事務所ではルー ト変更を合む遺跡の取 り扱いについて協議を行つ

た。しかし島根県松江土木建築事務所は、ルー ト変更は距離的に長くなる上、予算的に厳しいこ

とから、ルー ト変更は困難であるということで、然るべき埋蔵文化財調査を行つてから道路工事

着工に関する協議を行 う方向で調整した。それを受けて当教育委員会では、ルー ト内、特に古城

山を中心とした低丘陵部の分布調査を重点的に行い、遺跡のさらなる存在の確認に努めた。さら

に平成 14年度も、より詳細な分布調査を行つて、遺構や遺物の発見に努めた。それらの結果を

受けて平成 15年 1月 18日 から、ルー ト内の遺跡の規模や範囲を確定させるための試掘調査を開

始した。試掘調査は冬場で積雪もする悪条件の中行つた。翌 15年度も引き続き試掘調査を行い、

9月 30日 に調査を終えた。結局、試掘調査は遺跡内のほぼ全面で広範囲に行われ、計 36ヶ所 ト

レンチを入れた。

試掘調査の成果を受け、当教育委員会は発掘 (本)調査の範囲を決定した。それによると当初、

道路予定地の東側の丘陵地全面を発掘調査する予定であった。しかし発掘調査前の樹木の伐採中

に、西側の丘陵地に遺跡と思われる箇所が見つかり、急遊、そこの丘陵地の尾根部分も発掘調査

することとなった。

そのような経緯を経て、発掘調査は平成 15年 H月 1日 から、西側の古城山遺跡Ⅱ区から行 う

こととなった。Ⅱ区の発掘調査は平成 16年 5月 31日 まで行った。一方、東側の古城山 I区の発

掘調査は、平成 16年 4月 1日 から作業に入つた。 I区のA・ B両調査区は、最終的に平成 17年

6月 30日 まで発掘調査作業を行つた。

土早

一
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第2図 吉城山遺跡調査区配置図 (S=1:2000)

-6-



第 3章 遺跡の概要

古城山遺跡は、谷を挟んで東側の丘陵の I区調査区、西側の丘陵のⅡ区調査区から成る遺跡で

あり、平成 17年度までは、 I区の一部 とⅡ区の全部の発掘調査した。

古城山遺跡 I区調査区は標高 24.0～ 31.Omの範囲に遺構が分布している。今回、 I区調査区

の中でA・ Bの調査区を発掘調査した。その面積は 2036.52ぜ である。今回の調査では、 I区調

査区において横穴墓 1穴、竪穴住居跡 1棟 (S101)、 加工段 6段、古道などを検出した。 I区調

査区の最も標高の高い尾根部分は、削平を受けて、平らな部分が広 く、南北約 35m、 東西約 12m

程度の平坦地になつている。頂上から見られる景色は、東出雲町の中心街から中海、弓ク浜半島

まで見渡せる良い場所である。遺構はその周辺の加工段など斜面部分に多 く見られた。

Ⅱ区調査区は、標高 40.Om程度の丘陵地である。尾根頂上は南北約 35m、 東西約 15m程度の

平坦な部分が広がる。Ⅱ区調査区全体の面積は H20。89∬である。頂上から西側を見ると意宇平

野が眼下に広がる、景色の良い丘陵である。 Ⅱ区調査区においては、竪穴住居跡 1棟 (S101)、

溝 1基 (SD01)、 加工段 2段、土墳 8基 (SK01～ SK08)、 性格不明遺構 1基 (SX01)、 ピット4

個を検出した。Ⅱ区調査区は、前章で記述したとおり、樹木伐採中に遺跡があるとわかつた調査

区であり、調査区の周囲は、伐採作業の道付け工事の際に機械で削平されている。

I・ Ⅱ調査区の周辺では、1969年に発掘調査された古城山古墳が存在する。

第 1節  I区調査区

S101竪穴住居跡 (第 4図 )

I区調査区では、竪穴住居跡を 1棟検出した。場所は調査区のほぼ中央部の北側、尾根部分か

ら北束へ徐々に勾配が下る地点で、標高は床面で 30.00mを測る。住居跡は、北東側が大きく破

損しているが、隅丸方形で、残存部の上縁部径は 3.82mを測る。南西側の壁は残 りがよく、その

最大壁高は 54.5 cmを 測 り、ほぼ垂直に立ち上がる。住居跡の床面からは 4個のピットが検出さ

れた。 うち柱穴はPl～ P3であり、 P4は中央ピットと思われる。Pl上縁部径は最大 29 cm、

最だヽ 27 cm、 深さ 21 cmを測る。 P2イよ、 音詫大 27 cm、 最河ヽ 24 cm、 深さ 58 cmを波Jる 。 P3は、 径
26 cmの ほぼ円形で深さ 53.5 cmを 測る。ピット間の間隔は、 Plか らP2が 140cm、 Plか らP

3が 65cmで長方形の様相を呈する。中央ピットと考えられるP4は、径最大 43 cm、 最小 41 cm、

深さ 17 cmを 測る。残存する周壁下からは、幅 9 cm～ 20 cm、 深さ 2 cm～ 7.5 cmを測る壁体溝が検

出された。

S101に は、東方向の周壁付近に大きなピットが検出された。 P5は、周壁にかかるように検

出され、上縁の長径 0.98 cm、 短径 0.65 cm、 深さ 155.5 cmを 測る。S101と は、同じ関連の遺構か

違 う時期の別の遺構かはわからない。

出土遺物 (第 5図 )

S101か らは弥生土器の甕片が 2個出上している。どちらも平底の甕片で、底の部分である。
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第 3図  I区遺構配置図 (S=11300)
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第5図  I tt S101出土遠物実測図 (S=1,3)

加工段 ¬ (第 6図 )

加工段 1は、S101の北東方向、標高25mか ら27.25mの位置で検出された。加工段の南西側に

はぼL字形にカットされた壁面が立っている。長さは最長で 9.15鳳 壁の高さは最高で 1.14mで

ある。床面から5個のピットが検出された。壁面下には深さはわずかながら、壁体溝が確認でき

た。2段の加工段が切り合う形で重なっているようにも見えるが、詳しいことは不明である。

出土遺物 (第 7図 )

加工段 1か ら遺物が2個出上した。1は弥生土器の、奏口縁部で、日径は 14.8 cIIlを 測る。2は

声逸

第4図  I tt S101'加工段 2実測図 (S=1イ60)
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第7図  1区加工段 1出上遺物実測図 (Si1/3J

鉾 6図I I区加|工段 耳
―
実測図 (S・1/60)

F27ip蜘

裁形器台の醸片で,筒部の縮約が

進んだヽのであ|り 、白面にケーズ,

康がわずか|に確認できるた.め褥部

として実測した。底径|は 25脇

を創る。鼓影器台は脚部内面にヘ

ラ割りが施さ―れている。どちらの

遼笏も地1山の直上付近つ出上であ

り、加工段1との1関連がある遺物

2rtえら,れる。
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加工段 2(第 4図 )

加工段2は、SЮ lの北東方向に隣接する遺構で、S101の床面から1段低い場所に加工段2の床

面を作る。S101の床面を破壊する.よ うに加工段2が作られたような形である。標高は、29,OClm

から29175mの 1間に位置する。

加工段 3・ 4,5,6(第 3.園 )

I区で.は、大規模な加工段群も検出された。尾根部分の最北端部に、尾根を囲むような状況で

検出した。単独の加1工段ではなく、そ
―
れぞれ別の4つ|の加工段が切り合う形で作られた結果、こ

のような遺構になつたと思われ、加工段3・ 4・ 5。 6.と、それぞれの遺構名を付けた。

加工段3は |、 加工段群の最も西側に位置する。ほぼ直線状の加工段で、規模は、最長部で21仙、

周壁の高さは最高部で共に25,3 omlを 測る。西側を断面L字状にカットして平坦面を設けている。

ピットなどは検出できなかつた。

加工段4は 1加工段3の北側に続くように検出された。尾根から北西部に向かって床面を設け

ている。ほぼ直線状の力H三段で、規模は、長さ5.90mで 1月壁の高さは、最も高いところで55,6

cnlを測る。周壁の直下には、わずかではあるが窪みが見られ、周溝らしく思われる遺構もあり、

第 8図  I区加工段 3,4・ 5,6実測図 (S=1/80)

加工段 6
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加工段 3

-11-



加工段 3と の境目と認めた。加工段 4の部分からは、ピット (Pl)が 1個検出された。

加工段 5は、加工段 4に隣接し、その西側に位置する。周溝が、加工段 4と の境を作つてはい

るが、加工段 5自体に周溝は認められない。規模は、周壁沿いの長さで、2.8m、 周壁の高さは最

高部で 24.9 cmを 測る。加工段 5では、ピット (P2・ 3)が 2個検出された。

加工段 6は、加工段 5の東隣に位置する、直線状の加工段である。規模は、長さ 3.6m、 周壁

の高さは、最高部で 36.7mである。加工段 5と は、幅 20 cm程 の溝で境を分ける。床面にピット

などはなかった。

第 9図  I区加工段 6

0           司ocm
い

出土遺物実測図 (S=1,3)

出土遺物

加工段 6か ら弥生土器が 2個出土した。いずれも甕の底部で風化が著しい。1は底径 8.6 cmを

測る底の厚い甕である。2は底径 6.O cmを測る。調整は風化が激しく不明である。

横穴墓 (第 10図 )

I区調査区の最南端部からは、横穴墓 1穴が検出された。位置は、 I区の北束方向に伸びる尾

根の西側であり、南側の奥に向かってV字状の谷となっている地形の、比較的傾斜のきつい斜面

上にある。標高 24.25m付近で床面を成し、西向きに開口する。

前庭部  前庭部は、奥幅 134 cm、 中間幅 94 cm、 前端幅 137 cm、 全長 445 cmを測る。平面的には、

中央部でやや狭まるところがあるが、形状は広長タイプである。床面は、ほぼ平坦であるが、前

端部に向かって緩やかに傾斜をしている。前庭部において遺物を検出することはなかった。

羨門部  形状は、台形を呈し、規模は下部幅 H3cm、 上部幅 81 cm、 高さ 108 cmを測る。開口

部には、周囲 9～ 16 cmの割 り込みがあり、床面には、幅 22 cm、 深さ 16 cmの溝が掘られている。

これらの施設は、羨門を閉塞する際、板状のものをはめ込んだ跡であると思われる。閉塞石は横

穴墓検出時から見られなかった。閉塞装置とよべるものはなく、前庭部の地積土が羨門を塞いだ

状態で見つかり、羨道、玄室内にその堆積土が流入していた。横穴墓周辺からも閉塞石らしき石

材は検出されることがなかった。

羨道部  羨道部は、手前幅 75 cm、 奥幅 82 cm、 奥行き 60 cmで、高さは羨道中央部で 70 cmを測

る。わずかに手前から奥壁側に開く形である。

玄室  玄室は、幅が袖側 179 cm、 奥壁側が 177 cm、 奥行きが約 170 cmで ある。左壁が若干中央

部のところで狭まっているが、ほぼ正方形プランを呈する。奥壁は、幅約 lm、 高さ約 60 cmに わたっ

て崩落していた。したがって崩落した岩盤が、玄室内の奥壁側で留まった状態で検出された。右

壁の長さは 137 cm、 左壁は 165 cmを測る。高さが 96 cmで、屋根の形は ドーム形である。四隅の

床面から界線が立ち上がっているが、軒線、棟線は不明瞭である。床面は、前庭部に向かってや

や緩やかに下つている。
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第IH図  I区横穴墓玄室内遺物出主状況実測図 (S二1,30)

瑳描状況  試掘調査時―に、この横穴墓の存在はわ|かった。横六墓の上半分の雄横上は,その試

掘調査時に流矢したものである9第 1,2、 3層は流失により詳細蔵わからない。第4層.I第 6層

はところどころに礫が混ぎる。第7層については、この憐本墓の難穣土の大部分を占かる上層で

あり、閉塞石がないこの横六墓の羨門を覆う.よ 多|に推積している。第8層は、玄室内に1流れ込―ん

|だ上層である力業第7層 iと似かよつた1土層であり同じ雄績土と考えられる。

担1物出土―状況 (第 11目) 前庭部か―らは―遺物の出士―はなかうた力ヽ 玄室から|は床面上で蓋

邦,セ ット.鉄器■点を出土した。左壁袖alJに多くの追物が集中呟 蓋第4セツトと銀器が出土

してい.る
.。 残りの蓋零Iセットは、若壁袖側で出上している。前述のとおり、閉塞石など、閣姿

1装置に使用されたものは調査区内には残うていな|かつた。玄峯内には、1玉類などもなく.人骨ヽ

残つていなかつた。

出土違物 (第 12図)

玄室内から出土した須意器はヽ 蓋邦が全部で
-10個

出土した。ほとんどが完形で出土し、すべ

て蓋と添のセットとなる。頻意器1は1蓋で、口径 1カ cm、 器嵩
.4'cmを

測る。天丼部外面に回転

-14-



ヘラ削りを施し、それ以外は回転ナデで、内面天丼部は回転ナデ後にナデた痕跡をもつ。2は蓋

で、口径 12.3 cm、 器高 3.6 cmを測る。外面には一部付着物が残る。日縁端部内面にわずかに段を

もつ。3は蓋で、口径 12.8 cm、 器高 4.3 cmを沢rる 。外面天丼部は回転ヘラ削りが施され、端部外

面に一条の沈線が巡 り、日縁端部内面に段をもつ。4は蓋で、口径 12.5 cm、 器高 4.O cmを 測る。

天丼部外面に回転ヘラ削りが施される。強いナデにより稜が形成され、口縁端部内面には調整が

0            10cm
卜 r―ィードィ+一 一一一一→

筵彦筈

第 12図  I区横穴墓玄室内出土遺物実測図 (須恵器 S=1イ3・ 刀子 S=112)

施される。外面には付着物が残る。5は蓋で、口径 12.3 cm、 器高 3.8 cmを測る。天丼部に回転ヘ

ラ削りが施され端部からやや上方に一条の沈線が巡 り、天丼部外面から端部にかけて強い段をも

つ。端部内面には調整が施される。外面に付着物が残る。6はイで、口径 10.6 cm、 器高 3,7 cmを

測る。口縁がやや長 く内傾して立ち上がり、底部外面は回転ヘラ削りが施される。内外面共に付

着物が残る。7は杯で、日径 10。 9 cm、 器高 4.2 cmを測る。8は郷で、口径 10.2 cm、 器高 3,7 cmを

測る。9は必で、日径 11.5 cm、 器高 4.2 cmを 測る。10はイで、口径 10。 2 cm、 器高 3.9 cmを測る。

外面には付着物が残る。どの土器も時期は出雲 3～ 4期の特徴を示している。玄室内では、鉄製

品も出上した。11は刀子と考えられる遺物で、玄室の左壁部分ほぼ中央で、須恵器に囲まれる
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ような位置で検出された。全長 10.5 cmほ ど残存する。うち刀身は 4.6 cmで刃はかなり幅狭になつ

ている。

古山道 と山道内出土土器 (第 13、 14図 )

丘陵尾根の東側には、V字状に掘り込んだ古い山道が検出された。この山道は調査区最南端部の

尾根の付け根部分から端を発し、だんだん深さを深くしながら広がつている。調査区の北側からS

字状に曲がりながら北東方向に向かって下つているこの山道は、現出部分で長さ約 50mに及ぶ。

0                  1om

第 13図 遺構外遺物出上状況 (S=1イ200)
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0           司Ocm

第 14図 古山道出土上師質土器実測図 (S=1,3)

この古山道内の北側から土器群が一括して出土した。出上した上器は、小ぶ りな京都系土師質

土器の皿 16個である。

第 14図 1は、口径 8.l cm、 器高 1.9 cmで 内面底部中央がやや窪み、口縁端部は先細 りしている。

2は、底部中央がやや膨らみ内外面ともヨコナデが施されている。口径 8.8 cm、 器高 1.8 cmで ある。

3は口径 9.2 cm、 器高 1.9 cmを 測り、体部は内湾気味に立ち上る。4も 3同様に体部が内湾して立

ち上る。日径 9.O cm、 器高 1.7 cmを測る。5は、口径 9,4 cm、 器高 1.6 cmを測る。内面底部はやや窪み、

体部はやや内側に湾曲して立ち上る。6は口径 8.4 cm、 器高 1.6 cmを 測る。内面底部はやや窪み、

口縁端部にはわずかに段を持つている。7は、口径 8.8 cm、 器高 1.5 cmを 測る。内面底部に窪み、

口縁端部に段を持つ。8も 、7と 同様の特徴を持つ。口径 9,lcm、 器高 1.9 cmを測る。9は、日径 8.8 cm、

器高 1.8 cmを 測る。10は、口径 9,O cm、 器高 1.9 cmを 測る。Hは、内面底部中央が窪み、口縁端

部に段を持つ。口径 9.O cm、 器高 2.O cmを測る。12は、内面底部が上げ底気味に内に窪み、その

周 りは強い段を持つ。体部は、やや外傾しながら口縁端部に向かっている。口径 H.8 cm、 器高 2.3

cmで ある。13は、口径 H.8 cm、 器高 2.4 cmで、やはり内面底部には強い段がある。14は、日径

11,7 cm、 器高 2.4 cm内面底部は強い段をもつ。15は口径 H.7 cm、 器高 2.4 cm、 を測 り、内面底部

は強い段を持つ。どの土器も底部外面に糸切 り痕は見られず、糸切 り後、指の押圧によつて整形

されたものであると考えられる。日縁端部は先細 りして丸 くおさめてあるものがほとんどである。

内面の底部や口縁部に段をもつ土器が多い。口径は最大 H.8 cmか ら最小 8,l cm、 器高は最高 2.4

cmか ら最小 1.5 cmの ものがあり、大きさは多少のばらつきはあるが、形態はほぼ同じ特徴をもつ。

これら古山道内から出上した京者卜系土師質土器や後述する須恵器の蓋郷は、遺物が単独で出土

したもので、遺構に伴 うものではなかつた。第 13図ではそういつた遺物の出土した地点を示し、

京都系土師質土器や遺構外出土遺物の須恵器などの出土状況は、写真を掲載することで著した。

13

Ｉ
Ｌ

―-17-―



遺構外 出土遺物 (第 15、 16、 ¬7、 ¶8、 19図 )

I区調査区では前述のとおり、住居跡や加工段など遺構が多く検出され、それに伴 う遺物も多

く出上した。しかし遺構に伴わない遺物や荒掘の際、掘 り起こした流土中から偶然採取した遺物

なども多数あつた。この項では、そ ういつた遺物を、遺構外出土遺物としてまとめて、出土状況

や遺物の特徴などを述べたい。

第 15図 1～ 12は弥生土器である。1は調査区の西側、横穴墓と同一斜面の表土中から出土し

た壺 と考えられる。口径は 26.O cmを 測る。口縁部が直立して立ち上が り、その外面には 3条の

擬凹線文が施され、内面には刷毛目が施されている。時期は後期初頭のものと思われる。2は調

査区山道の東側の傾斜地で、ほとんど調査区域外との境目のところで出土した。口縁が上下に拡

張し内傾している甕と思われる。3も 2と 同様の表土中から出上した弥生土器である。口径 16.0

cmを測る。日縁部には 3条の擬凹線文が確認できるが、4～ 5条の擬凹線文が施されているもの

と思われる。時期は後期初頭のものである。4は東側の調査区域境界付近の表土中から採取した。

口径は 17.9 cmを測る。甕の口縁部で短めの複合口縁が直立気味に立ち上がり、稜は下方に小さ

く突出する。口縁外面には 3条の擬凹線文が施されている。5も 東側の境界付近で出上した。口

径は 16.2 cmを測る。直立気味に立つ口縁には、2条の擬凹線文が施されている。6も 東側の斜面

付近の表土中から出土した。口径は 19.5 cmを測る。全体が風化していてどのような調整がなさ

れたか不明である。7は西側の斜面の表土中から出土した甕である。日縁部はやや外反気味に短

く直立する。日縁部内面はなだらかで屈曲しない。外面には 4条の擬凹線文が認められ、日縁部

段部がわずかに下方に突出している。8は西側斜面、横穴墓の北側付近の表土から出上した。口

径は 19.O cmを測る。口縁部は直立気味に緩 くカーブを描いて立ち上がり、稜は横方向に小さく

突き出ている。日縁部外面には 7条の擬凹線文が施されている。時期は後期中葉と思われる。9

は尾根から見ると北側の斜面の表土中から出上した器台である。口径 19,O cmを測る。日縁部外

面は外反気味に立ち上がり、5条の擬凹線文が施される。内面はなだらかで屈曲しない。外面は

赤色顔料が施されたように見える。時期は後期中葉 と思われる。10は北側斜面の廃土中から採

取した甕底部である。外面は縦方向のハケメが施され、内面はヘラケズリが施され、ススが付着

し黒くなつている。Hは西側斜面の表土中から出上した寮底部である。底径 5.O cmを測る。外面

の一部にハケメが施されているのが確認されるほかは、全体的に風化して調整などは不明である。

12は北側斜面の廃土中から採取した寮底部である。底径は 3.6 cmを測る。全体的に焼成不良のた

め手法などは不明である。

第 16図 1～ 4は須恵器である。 1・ 2・ 3は古山道の東側の斜面から出上した。1は蓋で、口径

12.9 cm、 器高 4,4 cmを測る。口縁部端部が内湾している。2は邦で、日径 H.4 cm、 器高 4.2 cmを測る。

口縁部は短 く内傾して立ち上がり、外面底部にヘラオコシ痕を残す。3も 邦で、日径 10,7 cm、 器

高 4.O cmを測る。口縁部は短 く立ち上がり、底部はヘラ状工具で切 り離し後、工具でナデを施さ

れる。内面底部には朱が施された跡が残る。時期は出雲 4～ 5期である。4は邦で、西側斜面の

表土層から出土した。日径 12 4 cm、 器高 4.l cm、 底径 8.l cmを測る。高台のない邦で外面底部は

糸切 りによる切 り離しが行われている。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部外面は括れている。

時期は高広Ⅳ a期である。

―-18-―
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第 17図 1は西側斜面の廃土中から採取した中国陶磁器、龍泉窯系青磁で外面に鏑蓮弁文を施

した碗である。口径は 17.4 cmを測る。内面は無文である。オ リーブ灰色が鮮やかな碗である。

第 18図 1・ 2は石器である。1は西側斜面の廃土中から採取した完形の打製石斧である。全長

19.4 cm、 最大幅 H。 l cm、 厚さ 2.l cmを 測る。中央部周辺の表裏には主要剥離面を大きく残し、刃部

にかけては細かく二次加工が施されている。2は西側斜面、横穴墓の前庭部下部付近の廃土中から

採取した石器で、河原石を転用した敲石である。下方部端部には敲打による潰れが確認できる。

第 19図 1は北側斜面の廃土中から出土した宝使印塔の破片である。幅 3 11ull強 の沈線が 3条入つ

ている。

遺構外出上の遺物については、土中から出上したものもあるが、前述のとおり荒掘りの際に掘

り起こした流土中から拾い上げるものも多くあった。よつて正確な出土地点ではなく、採取した

地点を著している。

0            刊Ocm

(S=1,3)第 15図 遺構外出土弥生上器実測図
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第 16図 遺構外―出1土須恵器実測図 (S■1/3)

第 17図 遠構外H土陶磁器実渕図 (S-1./3)

第18図 遺構外出主石器実測図.(SF1/3)

第119図 遺構外出土宝鐘―印塔実測図 (Sとlβ)

0            10cm

0           10cm
P∵刊
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第 20図 Ⅱ区遺構配置図 (S=1イ300)
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第 21図  Ⅱ区 S101実測図 (S=1,60)

第 2節 Ⅱ区調査区

S101(竪穴住居跡)(第 21図 )

S101は Ⅱ区調査区の最南端の位置で検出された。

標高 38.50m付近にその位置を測る。山頂尾根部分か

ら南に向かって緩やかに下がる斜面の始点付近で検出さ

れた。これより下の斜面は伐採作業の際に機械の削平を

受けたため遺構の存在は確認できない。隅丸方形の住居

跡で、東西 3.85m、 南北 3.85m、 北側の最大壁高 43 cm、

を測 り、ほぼ垂直に立ち上がる。斜面の下部になる南側

には、住居跡の壁は残っていない。

住居跡の床面からは 5個のピットが検出された。 うち

柱穴はPlからP4であり、その位置は東西南北にはぼ

B13900m

0              2m

0           10cm

第22図 Ⅱ区S101出 土遺物実測図(S=113)

Ｂ
一
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B139.00m
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加工段 2

皇
_13900m

0         2m

。2実測図 (S=1イ 40)

当つている。その間隔は Pl～ P

2で 2.15m、 P2～ P3で ■95m、

P3～ P4で 2.05m、  P4～ Pl

で 2.03mである。各 ピッ トの上縁

部の径は 23 cm～ 37 cm、 深 さ 36.5

Cm～ 75.5 cmを 測 る。住居跡 のほ

ぼ中央にP5が ある。上縁部の径

は 40.O cm、 深 さ 15.O cmで 、その

埋土は炭化物を合んでいた。住居

跡の中央ピットと考えられる。

出土遺物 (第 22図 )

S101で は、 中央 ピッ トP5内

から弥生土器の甕の底部が 1個出

上した。平底の甕の底部だと思わ

れる。外面には不正方向の刷毛目

を施す。内面はヘラ削 りを施 し、

内面底部には指頭圧痕及びナデ痕

も観察できる。外面及び内面底部

には一部ススが付着し黒くなって

Vヽ る。

溝 (SD01)(第 21図 )

住居跡から北側へ約 1.5m離れた

ところに幅約 30cm、 深さ約 15 cmの

直線状の溝が検出された。この溝

は東西方向に 4,95m延 びている。

断 面 は上 場 幅 48.O cm、 下 場 幅

33,O cm、 深 さ 8.O cmを 測る。S101

に関連する遺構であると考えられ

る。出土遺物はなかつた。

加工段 1・ 2(第 23図
)

Ⅱ区調査区のほぼ中央部分の

東側 に緩やかに下る斜面で加工

段を検出した。標高 38,75mか ら

39,00mを 測 る斜面上の部分で、

壁面は南東方向に延びている。壁
第 23図  Ⅱ区加工段 1
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の高さは最大 20 cm、 斜面南側を断面 L字状にカットして平坦面を設けている。加工段の全長は

8.50mであるが、2段の加工段が重なつているものと思える。先行 トレンチにより全容がわから

ないためこの加工段が全体で一つのものなのか、二基の加工段が繋がっているものなのかはっき

りしない。北側にある加工段 1の斜面下の平坦面には 2つのピットを検出した。ピットはいずれ

も加工段の近くにあり、それぞれPlは径 79,O cm、 P2は径 43.O cm、 深さはPlで 7.5 cm、 P2
で 5.O cmである。加工段とピットの関連は不明である。

加工段から遺構に伴 う遺物は出土しなかった。したがってこの2段の加工段の作られた時期や

性格は不明である。

土境 (SK01～ SK08)

Ⅱ区調査区中央部付近で 8基の土鍍を検出した。8基の土鍍の関連がはっきりわからないので、

それぞれの遺構の概要を説明する。

SK01(落 し穴)(第 24図 )

標高 40.00mか ら40.25mを測る位置で検出した。楕円形を呈し、底部がほぼ平坦で逆台形状

に立ち上がる壁面を持つ。上縁部の長径 127 cm、 短径 72 cm、 底部の長径 60 cm、 短径 36 cm、 そ

の深さ 129.7 cmを測る。底部はかなり深く最終的に掘り上げることができなかった。しかし底部

中央に落し穴と見て取れる痕跡があつた。遺物は出上していない。

SK02(第 25図 )

標高 39.75mか ら40.00mの地点で検出した。ほぼ楕円形を呈し、上縁部径は 135 cmか ら 80 cm、

底部径 127 cmか ら 60 cm、 最深部で 12 cmの 深さを測る。底部からピット2個が検出された。Pl
は最大径 20 cm、 深さ 9 cm、 P2は最大径 17 cm、 深さ 8 cmを測る。遺物は出土していない。

SK03(第 25図 )

SK02の東側、標高 40.00mの地点で検出された。楕円形を呈するものと思われるが、先行 ト

レンチにより破壊され全容はわからない。上縁部の長径は約 217 cm、 短径は測定不可能である。

遺物の出土はない。

SK04(匂雷25[圏 )

SK03の北側に隣接する位置で検出した。上縁部の長径は 134 cm、 短径は 44 cm、 最深部の深さ

26 cmを測る。遺物は出土していない。

SK05(舅3251コ )

SK04の北側に隣接する位置で検出した。不定形を成す。最深部の深さ 10 cm、 上縁部の長径で

134 cm、 短径で 21 cmか ら62 cmを測る。遺物の出土はない。
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第24図  Ⅱ区SK01実測図 (S=1/30)

SK06(第 26図 )

標高39,75mから40.00mを測る位置で検出した。セクションによリー部破壊され定かでないが、

不定1形を成す。底1部中央にピットがある。上縁部の長径は 35ScmL短径は 290cm、 底部の長径―は

88cln、 短1径 54clnで ある。底部中央のピットは長径 26 clll、 短径118 cmを測る。深きは 30.5 cmで

あるが、上縁部から底部までの深さは最も深いところで 34 cmである。遺物の1出土はなかつた。

SK07(第 26図 )

SK06の東北、標高 40..00mから40,25節 を測る位置で検出し.た。セクションによる破壊で定か

でないが、日形また楕円形だったのではないかと思える。底部申央にピットがある。上縁部径は

410cmを測る。底部の長径は■8cmL短径は 112c転 上縁部から底部の深さ35 clllである。底部

中央ピットは長径 18 cm、 深さは124 clnである。遺物の出土はなかつた。

SK08(第 25図)

標高40.25mを測る位置で検出した。楕円形を呈し、上縁部の長
―
径が 55 cm、 短径が 48 cm、 深

さ 20.5 cmを測る。遺構内より焼土が確認された。遺物の出1土はなかった.。

I区調査区の北西部では、上記の8つの土蹟の他―に4つのピットを検出した (P6～ P9)が
遺構に伴うものではないと思える。

P6は、上縁部径が62～ 72 cm、 深さ 14.5 cmを瀕1る 。P7は、上縁部径が 38～ 44 cm、 深さ7

Ａ
一
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cmを浪よる。 P8は、76～ 122 cm、 深さ 13.5 cmを測る。 P9は、74～ 88 cm、 深さ 10.5 cmを浪1る 。

遺物の出土はそれぞれなかつた。

SX01(第 27図 )

Ⅱ区調査区西側中央部付近では、溝状の遺構が確認された。標高 39.Om付近で検出された遺構

は、平坦面に掘りこまれた深さが最大 22.30 cm、 最大幅 35,O cm程度の溝である。溝状遺結の南側

約 3m離れたところにも深さ約 20 omの 土渡状の遺構がある。伐採作業のパイロットエ事で、遺

構の西側部分が破壊されたため、その全容は確認できない。

出土遺物

SX01内からは須恵器片が数点出土した。

SX01南端付近から土師質土器 1点、須恵器が 2点出土した。土師質土器は高台の部分と考え

られる。須恵器は甕片の胴部と考えられる。1個の外面には自然釉が付着している。

A'39.00m

0            2m

野527[珂  Ⅱ Ett SX01実 沢11剛 (S=1160)
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今回、古城山遺跡は谷を挟んで東側にある I区調査区と西側にあるⅡ区調査区の 2つの調査区

で発掘調査を行つた。 I区調査区の東側はまだ発掘調査が行われていない部分もあり、その調査

報告は次年度以降に待たなければならない。この項では発掘調査の終了したⅡ区調査区、 I区調

査区の一部についてまとめてみた。

I区調査区の発掘調査は、結果として、横穴墓 1穴、竪穴住居跡 1棟、加工段 6段、ほかに古

い山道が検出された。時代的には弥生時代後期から古墳時代の遺構が、 I区調査区から検出され

た。

横穴墓は、 I区調査区の南西側の斜面から 1穴検出された。玄室はほぼ正方形の ドーム形で、

羨道をもつ、いわゆる意宇型と呼ばれる形態の横穴墓であると思われる。玄室内にあった副葬品

の出土遺物は、須恵器 (蓋邦)10点、鉄器 (刀子)1点である。土器の形態からA4型の特徴を

持つ土器で出雲 3～ 4期のものと思われる。

今回の調査では、調査区のほぼ南端の位置で、この 1穴のみが検出されたが、この古城山の

周辺には横穴墓群があることがわかつている。中海側に面した古城山の北側斜面付近には、昭和

40年代の出雲郷小学校建設工事の際、 1穴発見されて、発掘調査された。玄室が正方形状の ドー

ム形の横穴墓で、勾玉、須恵器など遺物が大量に検出された。やはり同じ北側丘陵部の斜面付近

では平成元年、出雲郷小学校体育館建設工事の際に、横穴墓群が見つかり、発掘調査を行った。

この時の調査では横穴墓 6穴の存在が確認され、やはり須恵器を中心とした大量の遺物が検出さ

れた。今回調査した横穴墓は以前調査した場所 とは反対側で、横穴墓が検出されたのは初めてで

ある。さらに谷の奥側には新たな横穴墓が存在する可能性はある。古城山から範囲を広げて見て

も、姫津谷横穴墓群、内馬池横穴墓群、さらに安来道路建設に伴 う島田池遺跡、渋山遺跡池古墳

群などでの発掘調査で大量の横穴墓が調査され、横穴墓群が形成されていたことがわかっている。

古城山周辺も横穴墓群として以前から知られていたが、その全容が明らかになりつつある。なお

平成元年に行われた古城山横穴墓の発掘調査については、今回の調査区から外れているため、こ

の報告書ではこれ以上触れないが、次回の報告書では発掘調査の詳細を掲載したいと思 う。

竪穴住居跡は I区で 1棟のみ検出された。 I区の竪穴住居跡の平面プランは隅丸方形である。

時期的には弥生後期末のものと考えられる。ただこの住居跡 1棟のみで、集落が形成されていた

わけではない。

加工段については、 I区で 6段検出された。 I区の加工段 3～ 6は山頂部の北端で互いに切 り

合 う形で作られており、意宇平野から中海を望む眺望のひらけた場所に隣り合つて作られている。

古城山遺跡は、 I区調査区のA・ B両調査区の調査を終えた。しかし残 りの調査区の調査がまだ

終了していない。残 りの調査は次年度以降に持ち越しとなっている。古城山遺跡の全容を把握す

るには、その調査を待ってからにしたい。

I区では、遺構外からも多数の遺物が出上した。その遺物は石器、弥生土器、須恵器、青磁器

など種類が多く、時代も幅広い。

―-29-―



Ⅱ区調査区は、西側丘陵の尾根上に所在し、竪穴住居跡、溝、加工段、土鍍などの遺構が検出

された。堅穴住居跡は、調査区の南側で 1棟のみの検出であつた。形態は隅丸方形で、中央ピッ

トから弥生土器の甕底部が検出されていることから、弥生時代後期の住居跡ではないかと考えら

れる。この調査区は一部削平を受けていて、竪穴住居跡はこの 1棟なのか、それ以上あるのかは

わからない。

Ⅱ区調査区は、多数の上渡も検出された。SK01は深い落し穴で、それ以外は不定形または円

形の上渡であり、不明なものが多い。そのうち SK06と SK07は、す り鉢状の上鍍で遺物の出土

もなくどういうものなのかわからなかった。これに関しては、地元の方から、戦時中にこの近辺

にあった青年学校で軍事訓練に使 うために掘られたものではないか、とのお話を聞かせてもらっ

た。

P6～ 9に関してはそれぞれが独立したピットとして扱っているが、SK08を合めて等間隔で

並んでいるものとも見て取れる。しかし掘立柱建物跡である確証がないので単独のピットとして

紹介している。

SX01は、当初、古墳の周溝ではないかと思つていたが、大部分が削平を受けている状況で、

主体部が確認できなかった。
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古城山遺跡 I区調査区出上遺物観察表 (上器 )

挿図

番号

真

版

写

図
出土
地点

種類 器種 略
そｃｍ，

絲
てｃｍナ

底径
(cm)

調  整 胎  土 色  調 焼成 備  考

8 S101 弥 生
甕

(底部) 7.0

内

外

ヘラケズリ
風化のた
め不明

l mln程 の砂
粒多い

内

外
橙
黒褐色 良好

8 S101 弥 生
甕

(底部)
6.6

風化のため不
明

14141以 下の

砂粒合む

内

外
黒褐色
黒褐色

良好

8 加工段 1 弥生 甕 14.8
風化のため不
明

3 mm大 の砂
粒合む

内

外
明褐
黄褐 。

明褐色
不良

7-2 8 加工段 1 土師器 鼓形器台 う
と

内
外

ヘラケズリ
風化のた
め不明

0.5 mmじ火T
の砂粒多い

内

外
橙
鈍い黄
橙

不良

9-1 8 加工段6 弥生
甕

(底部) 8.6

内

外

ヘラケズリ
風化のた
め不明

l m41以 下の
砂粒合む

内

外
黒褐色
暗赤褐
色(朱が
付着か)

良好
内面底部
に指頭圧
痕

9-2 8 加工段6 弥 生
甕

(底部)
6.0

風化のため不
明

l mm以 下の
砂粒合EIP

内

外
鈍い橙
橙

やや
不良

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 蓋 12.9 42

内 回転ナデ
後ナデ
天丼部回転
ヘラケズリ

外

密 0.5 mlll

以下の砂粒
合む

内

外
灰色
灰色

良好 A4型

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 蓋 12.3 3.6

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密 141m大
の砂粒わず
かに合む

内

外
灰色
灰色

良好
付着物あり
A4型

12-t 9
横穴墓
(玄室)

須恵器 蓋 12.8 4.3

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密 l llMl大の
白い砂粒わ
ずかに合む

内

外
灰色
灰色

良好 A4型

12∠ 9
横穴墓
(玄室)

須恵器 蓋 12.5 4.0

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密
内

外
灰色
灰色

良好
付着物あり
A4型

12-` 9
横穴墓
(玄室)

須恵器 蓋 12.3

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密 0.541m

以下の砂粒
合む

内

外
灰色
灰色

良好
付着物あり
A4型

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 邦 10.6 3.7

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密 0.5 1ml

以下の砂粒
合む

内
外

灰色
灰色

良好 A4型

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 邦 10.9 4.2

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密
内 :灰色
外 :灰色

良好 A4型

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 外 10.2 3.7

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密
内

外
灰色
灰色

良好 A4型

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 邦 4.2

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密
色
色

灰
灰

内
外 良好

外面底部
にヘラオ
コシ痕

9
横穴墓
(玄室)

須恵器 邦 10.2 3.9

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ

密
内

外
灰色
灰色

良好 付着物あり

141 10 山道
土師質
土 器

皿 1.9
外面底部は押
圧による整形

密
内

外
浅黄橙
鈍い橙

や
良

や
不 皿

系
器

都
師

京
土
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図

号

挿

番

真

版

写

図
土
点

出
地 種 類 器種 略

ｍ
絲
ｍ

隧
でｃｍＪ

調  整 胎  土 色  調 焼成 備  考

14-2 10 山道 願
器

土
土 皿

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

0.5 mmEスT
の砂粒合む

橙
橙

内
外

やや
不良

京都系
土師器皿

14-3 10 山道
土師質
土 器

皿 9.2 1.9

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

密
合む

微砂粒 内 :橙

外 :鈍い橙
良好

京都系
土師器皿

14-4 10 山道 卸瑞
皿 9,0 1.7

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

密
内

外
鈍い橙
鈍い橙

や
良

や
不

京都系
土師器皿

10 山道 蠅酬
皿 9.4 1.6

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

内

外
橙
浅黄橙

良好
京都系
土師器皿

10 山道
土師質
土 器

皿 8.4 1.6

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

0.51111n以 下
の砂粒合む

内

外
鈍い橙
橙

不 良
京都系
土師器皿

10 山道
土師質
土 器

皿 1.5

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

0.5 mmEス
~F

の砂粒合む
内

外
鈍い橙
鈍い橙

や
良

や
不

京都系
土師器皿

10 山道 阻瑞
皿 9.1 1.9

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

密
橙
橙

内
外 良好

京都系
土師器皿

14-9 10 山道
土師質
土 器

皿

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

0.5 mln以 下
の砂粒合む

内 :鈍い橙
外 :橙 不良

京都系
土師器皿

10 山道
土師質
土 器

皿 9,0 1.9

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

0.5 mm以 下
の砂粒合む

内

外
鈍い橙
橙

やや
不良

京都系
土師器皿

10 山道 醜酬
皿 9.0 2.0

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

l mm以 下の
砂粒合む

内
外

浅黄橙
鈍い橙

良好
京都系
土師器皿

10 山道 阻鍔
皿

つ
た

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

密
内

外
鈍い橙
鈍い橙

良好
京都系
土師器皿

10 山道 触瑞
皿 2.4

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

1411n以 下の
砂粒合む

内
外

鈍い橙
橙

不良
京都系
土師器皿

10 山道 阻鍔
皿 H.7 2.4

外面底部は押
圧による整形、
ヨヨナデ

密
内

外
鈍い橙
橙

や
良

や
不

京都系
土師器皿

10 山道
土師質
土 器

皿 H.7 2.4

外面底部は押
圧による整形、
ヨコナデ

0.5 mm以 下
の砂粒合む

橙
橙

内
外

やや
不良

京都系
土師器皿

命
ね 遺構外 弥 生 一笠 26.0

口縁部外面に
3条の擬凹線
文あり

0.5 mlll以 下
の砂粒合む

内 :鈍い黄
橙

外 :橙、赤褐

やや
不良

後期初頭

つ
と 遺構外 弥 生 甕

内 :ナデ
外 !風化により不

明、4条の擬
凹線文あり

0.5 nlll以 下
の砂粒合む

内

外
橙
明褐色

や
良

や
不

う
と 遺構外 弥 生 甕 16

ヨコナデ
ロ縁部に4～ 5

条の擬凹線文
あり

2 mm以 下の
砂粒多く合
む

内

外
赤
明赤褐

や
良

や
不
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挿図

番号

真

版

写

図

土
点

出
地 種類 器種 唯

ｍ
絲
でｃｍ‐

離
ｍ

調  整 胎  土 色  調 焼成 備 考

12 遺構外 弥 生 甕 17.9

ヘラケズリ
3条の擬凹線
文あり

l mm程度の
砂粒合む

橙
橙

内
外

やや
不良

つ
々 遺構外 弥生 甕 16.2

ヨコナデ
外面に2条の
擬凹線文あり

2 11ull程 度の
砂粒合む

内

外
黒褐色
黒褐色

やや
不良

15-6 つ
々 遺構外 弥生 甕 19.5 45 風化のため不

明

2 11ull程 度の
砂粒合む

橙
橙

内
外 不 良

う
´ 遺構外 弥生 甕

ヨコナデ
日縁外面に 4

条の擬凹線文
あり

0.5 1nlll以下
の砂粒合む

橙
橙

内
外

や
良

や
不

つ
ね 遺構外 弥生 甕 19,0

ヨコナデ
日縁部外面に
7条の擬凹線
文あり

2 mm以下の
砂粒合む

橙
橙

内
外 良好 後期中葉

，
４ 遺構外 弥生 器台 19.0

ヨヨナデ
外面に 5条の
擬凹線文あり

2 1nlll大 の砂
粒合む

内 :明黄褐
外 :橙

やや
良好

外面に赤
色顔料付
着

12 遺構外 弥 生
甕

(底部)

内
外

ヘラケズリ
縦方向の
ハケメ

2 11un以下の
砂粒多く合
む

内

外
黒褐色
鈍い黄
橙

や
良

や
不

12 遺構外 弥生
甕

(底部)

5.0

外面にハケメ、
風化のため不
明

0.5111111以下
の砂粒合む

内 明黄褐
色
明褐色外

不良

12 遺構外 弥 生
甕

(底部)

3.6
風化のため不
明

l lllm程 の砂
粒合む

内

外
黒褐色
鈍い黄
褐色

不良

12 遺構外 須恵器 蓋 12.9 4.4

内

外
回転ナデ
風化のた
め不明

0.51111n以 下
の砂粒合む

内

外
灰オリーブ
灰オリーブ

不良

つ
た 遺構外 須恵器 邦 1■4 4.2

内

外
回転ナデ
回転ヘラ
ケズリ、
底部ヘラ
オコシ

密 0.5 mm

以下の白い
砂粒合む

色
色

灰
灰

内
外 良好

う
ね 遺構外 須恵器 邦 10。7 4.0

内 :回転ナデ
外 :ヘラオコ

シ後ナデ
密

色
色

灰
灰

内
外 良好

朱
れ

に
さ

面
施

内

が
る

12 遺構外 須恵器 不 12.4 4.1

外
部

内
底

回転ナデ
回転糸
切り

2剛以下の
砂粒多く合
む

内

外
黒褐色
鈍い黄
橙

良好

171 う
ね 遺構外 陶磁器 青磁碗 17.4

内列工 回転ナデ
外面 :蓮弁文

密
内外 :青味

を帯び
た緑色

良好 龍泉窯系

古城山遺跡出土遺物観察表 (鉄器 )

図

号

挿

番

版

号

図

番
土
点

出
地 種類 器種 離

ｍ
幅
的

隣
でｃｍｊ

重 さ (g) 備  考

9
横穴墓
(玄室)

鉄製品 刀 子 10.5 0.35 13.8

―-33-―



古城山遺跡出土遺物観察表 (石器 )

凶

号

挿

番
図版

番号

土
点

出
地 種 類 器種 鰈

ｍ
幅

ｃｍ
隣
銅

重 さ (g) 備 考

●
る 遺構外 石器

製
斧

打
石

19.4 2.1 527.0

つ
る 遺構外 石器 敲石 12.6 6.7 60 778.0

側面に敲
打あり

古城山遺跡出土遺物観察表 (宝筐印塔)

図

号

障

奉

版

号

図

番
土
点

出
地 種類 器種 離

ぐｃｍナ
幅

ｃｍ

厚さ

(Cm)
重 さ (g) 備  考

う
と 遺構外 石器

饉
塔

宝
印

8.1 5.4 1.6 65.0

古城山遺跡 Ⅱ区調査区出土遺物観察表 (土器 )

図

号

挿

番

版

号

図

番

土
点

出
地 種 類 器種 略

ｍ
絲
ｒｃｍ‐

降
鰤

調  整 胎  土 色  調 焼成 備  考

Z2-1 18 S101 弥 生
甕

(底部)

6.4
内

外

ヘラケズリ
ハケメ

0.5 mmど火T
の砂粒合む

内 :黄橙
(一部黒褐色)

外 :黄褐色
良好
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図  版





図版 1(I区調査区)

I区 調査区全景 (西 より)

I区 調査区全景 (北 より)
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図版 2(I区調査区)

S101(南 より)
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加工段 1(西 よ り)
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加工段 2(下段 :上段 は S101)

図版 3(I区調査区)
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図版 4(I区調査区)

加工段 3～ 6(北西より)

加工段 3～ 6(北 よ り)
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■∴|―く幾―|

図版 5(I区 調査区 )
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図版 6(I区調査区)

横穴墓 玄室内遺物出土状況 (左側)

横穴墓 縦断面土層堆積状況
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図版 7(I区調査区)

古山道 (北 より)

湛隷義渡ヵ_本

載
猟
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図版 8(I区調査区)

S101出 土遺物

加工段 1出土遺物
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加工段 6出土遺物



(I区調査区)

12‐ 4 12-10
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図版 10(1区調査区)

14-3

14・ 5

14-6

14‐ 7

14-8

古 山 道 出 土

14-10
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図版 11(I区調査区)

14-13

14-14

古 山 道 出 土 遺 物

14‐ 12
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図版 12(I区調査区)
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図版 13(Ⅱ 区調査区)

調査区全景 (東 より)

調査区全景 (南 よ り)
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図版 14(工 区調査区)

S101(】しより)

加工段 1。 2(南 よ り)
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図版 15(Ⅱ 区調査区)

SK02(】とより)
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図版 16(Ⅱ 区調査区)

|、  1 とヽ

一

・
一^
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SK06(東 よ り)
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図版 17(Ⅱ 区調査区)

SK08(東 より)

SX01(】 ヒより)
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図版 18(Ⅱ 区調査区)

S101出土遺物
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圭
日 抄 録

ふ  り が な こじょうやまいせき (いち・にくちょうさく)

圭
口 名 古城山遺跡 (I・ Ⅱ区調査区)

百
田 垂

白 名
主要地方道大東京出雲線出雲郷工区新世紀道路建設 (改良)工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

編 集 者 名 松本 浩

編 集 機 関 東出雲町教育委員会

所 在 地
〒 699-0192 島根県八束郡東出雲町大字揖屋町 1142番地
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発 行 年 月 日 平成 18(2006)年 3月

所 収 遺 跡 名 所在地

コ ー ド
緯レ

し
■
■ 東経 調査期間

調査面積

(だ )市町村 遺跡

古 城 山 遺 跡

島根県

八束郡

東出雲町

大字

出雲郷

32304 E51
35度 25分

31秒

133握筆7少チ

47秒

平成 15年

■月 1日 ～

平成 17年

6月 30日

1120,89

調 査 原 因 主要地方道大東京出雲線出雲郷工区新世紀道路建設 (改良)工事

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古 城 山 遺 跡 散布地
弥生 。

古墳時代

住居跡

加工段

横穴墓

古山道

土城

弥生土器

土師器

須恵器

土師質土器

鉄器

陶磁器

石器

▲
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